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参　考　1）　International Telecommunication Union Press Release：http://www.itu.int/net/pressoffice/press_releases/2012/03.aspx
　　　　2）　（独）情報通信機構・日本標準時グループ：http://jjy.nict.go.jp/news/index.html
　　　　3）　国立天文台（よくある質問）；http://www.nao.ac.jp/QA/faq/a0404.html
　　　　4）　科学技術動向誌 2009 年 6 月号「電磁気学における混乱と CPT 対称性の意義―対称性に結びつく単位系―」
　国連の専門機関である国際電気通信連合（ITU：























られている。地球の自転周期は約 23 時間 56 分で残
りの 4 分は公転による寄与だが、自転周期が一定で
はないため、UT1 における 1 秒は一定の時間間隔で
はない。その結果 UTC と UT1 に時刻のずれが生
じるため、このずれが 0.9 秒以上にならないように、
UTC の時刻を調節する必要がある。具体的には、
6 月または 12 月の末日に 23 時 59 分 60 秒を加える





め、UTC と TAI の時刻には、現在では 34 秒の差が
生じている。GPS 衛星が搭載する原子時計は TAI の
時刻を刻んでおり、GPS 時刻から 34 秒を引かない
と UTC 時刻にならないという不都合も生じている。
　次回のうるう秒は、UTC の 2012 年 6 月 30 日に、
世界同時に挿入される予定である。日本では 7 月 1






じる。ITU の試算によれば、UTC と TAI の時刻差は
2100 年には 3～4 分、2700 年には約 30 分に達する1）。ま

















されている次回の無線通信総会での合意を目指すことになった。ITU の試算によれば、UTC と TAI
の時刻差は 2100 年には 3～4 分、2700 年には約 30 分に達する。地球の自転が遅くなり続ける限り
根本的な問題は解決しないが、未来の時刻制度に向けた活発な議論が続くと思われる。
図表　日本標準時における「うるう秒」の挿入
科学技術動向研究センターにて作成
